
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
た
制
服
に
身
を
包
む
、

令
和
４
年
度
生
徒
会
役
員（
新
制
服
は
前
列
２
名
）

100周年を迎える母校
新たな未来へ向けて “チェンジ”
　令和５年度に創立100周年を迎える匝瑳高校。男子の制服は詰襟学
生服からブレザーに、また、女子の制服はチェック柄スカートにする
など、次の100年に向けての飛躍を誓い、令和５年度入学生からモデ
ルチェンジを行うこととなりました（＝写真右）。
　また、令和６年度からは、全日制の課程は進学を重視した「総合学科」
となり、生徒の多様な進学希望に対応し、大学卒業後の就職までを見
通したキャリア意識の高い人材を育成することとなります。

第 56 号

2022年12月 発 行
（令和４年12月）

千葉県立匝瑳高等学校
同 窓 会 事 務 局

〒289−2144  千葉県
匝瑳市八日市場イ1630

TEL. 0479−72−1541
FAX. 0479−73−6146
代表：加 瀨 健 司

同窓会報年1回発行☆各家庭に1冊配布☆最新情報はHPへ



同窓さふさ第56号 2

　令和４年６月27日、匝瑳高校食堂で令和

４年度定例総会が開催されました。新会長

に高30回生の加瀨健司さんを選出し、令和

３年度の活動報告・決算の承認、令和４年

度予算・事業計画などが決定されました。

会　
　

長

あ
い
さ
つ

益
々
の
発
展
の
た
め
に

　

６
月
の
定
期
総
会
で
同
窓
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
高
校
30
回

の
加
瀨
健
司
と
申
し
ま
す
。
令
和

２
年
３
月
に
母
校
匝
瑳
高
校
の
校

長
で
定
年
退
職
、
そ
の
前
に
も
教

頭
と
し
て
匝
瑳
高
校
に
在
職
し
て

お
り
ま
し
た
。
母
校
校
長
経
験
者

で
初
の
同
窓
会
長
と
し
て
、
学
校

の
内
部
事
情
も
多
少
は
わ
か
り
ま

す
の
で
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

同
窓
会
活
動
の
益
々
の
発
展
の
た

め
に
精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

生
徒
募
集
に
協
力
を

　

匝
瑳
高
校
を
含
め
東
総
地
区
の

ほ
と
ん
ど
の
高
校
が
生
徒
募
集

で
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
私
達
が
高

校
生
の
頃
は
旭
市
か
ら
普
通
科

は
成
東･

佐
倉
方
面
の
高
校
を
受

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
は
普
通
科
で
も
隣
接
学
区

に
通
学
が
可
能
に
な
り
、
山
武
地

区
や
印
旛
地
区
の
高
校
に
進
学
す

る
生
徒
も
多
く
い
る
よ
う
で
す
。

印
旛
地
区
の
某
高
校
の
先
生
か

ら
、
「
旭
か
ら
来
た
子
が
東
大
に

現
役
で
合
格
、
旭
・
銚
子
か
ら
来

る
子
は
非
常
に
優
秀
」
と
言
う
よ

う
な
話
を
伺
い
ま
し
た
。
匝
瑳
高

校
は
進
学
指
導
重
点
校
に
指
定
さ

れ
、
組
織
的
で
充
実
し
た
進
路
指

導
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
某
社
の

模
擬
テ
ス
ト
で
成
績
の
伸
び
率
が

関
東
で
一
番
だ
っ
た
と
業
者
さ
ん

か
ら
報
告
を
受
け
、
全
校
集
会
で

生
徒
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
に
報
告

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
模
試
で
伸
び
率
は
県
内
の
進

学
指
導
重
点
校
の
中
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
る
と
生
徒
の
皆
さ
ん

の
学
校
評
価
で｢
工
夫
さ
れ
た
授

業
86
％
」
「
十
分
な
進
学
補
習

89
％
」
「
先
生
が
相
談
に
乗
っ
て

く
れ
る
92
％
」
「
部
活
動
が
活
発

96
％
」
な
ど
、
多
く
の
項
目
で
高

い
満
足
度
が
見
ら
れ
ま
す
。
校
舎

は
ち
ょ
っ
と
古
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
陸
上
競
技
場
や
弓
道
場
、

西
城
館
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど

加瀨　健司 会長
（高30）

会

長

加
瀨　

健
司
（
高
30
）
新

副

会

長

椎
名　

和
浩
（
高
31
）
新

次
期
会
長

伊
藤　

正
一
（
高
30
）
新

匝
陵
会
会
長

実
川　

俊
一
（
高
21
）

旭
匝
会
会
長

石
毛　
　

理
（
高
20
）

銚
匝
会
会
長

押
尾　
　

幹
（
高
29
）

横
匝
会
会
長

宇
井　

健
之
（
高
30
）
新

多
古
町
匝
高
会
会
長

石
井　
　

稔
（
高
18
）

京
葉
支
部
会
長

須
郷　

隆
雄
（
高
17
）

匝
東
会
会
長

菅
谷　
　

誠
（
高
30
）
新

干
潟
支
部
会
長

渡
辺　

則
孝
（
高
26
）

野
栄
支
部
会
長

加
瀬　

正
彦
（
高
24
）

飯
匝
会
会
長

椎
名　

重
基
（
高
18
）

光
支
部
会
長

加
瀬　
　

操
（
高
17
）

海
上
支
部
会
長

工
藤　

博
孝
（
高
11
）

四
街
道
支
部
会
長

監

事

中
村　

正
平
（
高
25
）

平
山　

儀
幸
（
高
33
）
新

総
務
部
長

鈴
木　
　

智
（
高
30
）
新

文
化
部
長

飯
島　

美
恵
（
高
17
）

体
育
部
長

関　
　

進
一
（
高
30
）
新

会
報
編
集
委
員
長

塚
本　

貢
市
（
高
30
）
新

事
務
局
長

宇
野　

典
男
（
高
30
）

会

計

小
林　

千
尋
（
高
57
）

書

記

青
澤　

晴
美
（
高
32
）

顧

問

小
西　
　

薫

校
長

江
口　

勝
美

全
日
制
副
校
長

滝
澤　
　

剛

全
日
制
教
頭

鶴
岡　

一
枝

新

定
時
制
教
頭

石
塚　

千
晶

事
務
長

参

与

阿
曽　

博
通
（
高
29
）
新

従
来
の
方
々
に
加
え

令和４年度 役員

令和４年度　同窓会定例総会開催
新会長に加瀨健司さん（高30）就任
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県
下
で
も
有
数
の
す
ば
ら
し
い
施

設･

設
備
を
有
し
て
い
ま
す
。
伝

統
の
文
武
両
道
を
引
き
継
ぎ
、
勉

強
も
部
活
動
も
学
校
行
事
も
や
り

切
っ
て
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
学
校
だ
と

思
い
ま
す
。
匝
瑳
高
校
近
隣
に
お

子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
、
親
戚
の
方

で
適
す
る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、

是
非
、
匝
瑳
高
校
へ
背
中
を
押
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
規
約

　

昨
年
、
一
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

同
窓
会
総
会
が
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
行
の
規
約
に
は
総
会

が
開
催
で
き
な
か
っ
た
際
の
対
応

に
つ
い
て
記
載
が
な
い
と
の
指
摘

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
や
感

染
症
等
で
総
会
が
開
催
で
き
な
い

場
合
に
つ
い
て
、
規
約
に
文
書
開

催
が
で
き
る
旨
の
条
文
を
追
加
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
総
務
部
会
等
で
検
討

し
、
総
会
に
諮
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

63
歳
幹
事
年
に
つ
い
て

　

現
状
で
は
匝
瑳
高
校
同
窓
会
は

63
歳
に
な
る
学
年
か
ら
会
長
、

総
務
部
長
、
体
育
部
長
、
会
報
編

集
委
員
長
な
ど
を
選
出
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
旧
制
中
学
10
回
生

の
先
輩
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
伝

統
で
す
。
今
年
6
月
、
国
家
公
務

員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
来
年
度

か
ら
公
務
員
の
定
年
も
段
階
的
に

延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
年
金
法
も
改
正
さ
れ
、
近
々

原
則
65
歳
か
ら
支
給
、
63
歳
は
ま

だ
ほ
と
ん
ど
が
現
役
世
代
で
、
仕

事
が
忙
し
く
、
な
か
な
か
同
窓
会

の
運
営
業
務
に
力
を
注
ぐ
の
が
難

し
い
状
況
も
ご
ざ
い
ま
す
。
人
生

1
0
0
年
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し

い
昨
今
、
平
均
寿
命
も
延
び
、
63

歳
幹
事
の
制
度
を
検
討
し
て
み
て

は
い
か
が
か
と
の
意
見
も
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
き

ま
し
て
は
様
々
な
ご
意
見
を
伺
っ

て
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

　

さ
て
、
母
校
は
現
在
創
立
か
ら

99
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
2
年

後
に
は
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
準
備
業
務
が
難
し
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
期
成
会
を
中

心
に
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
が

協
力
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
の
達
成

と
母
校
の
充
実･

発
展
の
た
め
、

会
員
各
位
の
ご
理
解
と
絶
大
な
る

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
母
校
と
同
窓
会
の

益
々
の
発
展
と
、
会
員
各
位
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
と
共
に
、
日
ご
ろ
よ
り
同
窓

会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
各
地
区
の
役
員
の
皆
様
や

校
内
事
務
局
の
職
員
の
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和４年度事業計画

本部関係 事業内容 会場

４.６.26 定例総会
呈茶席（総会前）
講演・懇親会は、
見送りとした。

食堂

４.７. 第１回総務部会　 西城館
４.11. 第２回総務部会 西城館
５.２.４ 新年幹事会 梅田家
５.３.６ 全日制同窓会入会式　高75回 体育館

５.３.７
午前全日制卒業式 体育館
夜定時制卒業式・同窓会入会式　定69回 食堂

５.４.７
午前全日制入学式　　 体育館
夜定時制入学式　 食堂

５.４. 第３回総務部会　 西城館
５.５. 幹事会 西城館

５.６.25 母校文化祭（蔦陵祭）　
ギャラリーの公開、PTAバザーへの協力 ギャラリー

５.６. ホームページ更新

体育部 事業内容 会場
４.７. 第１回体育部会
４.９. 第２回体育部会
４.10. 第22回シニアゴルフ大会
５.１. 第３回体育部会
５.４. 第４回体育部会
５.５. 第27回親睦ゴルフ大会
５.６. 体育部会引継式

文化部 事業内容 会場
４.７. 第１回文化部会 西城館
５.５. 第２回文化部会 西城館

会報 事業内容 会場
４.８. 第１回会報編集委員会 応接室
４.10. 第２回会報編集委員会 応接室
４.11. 第３回会報編集委員会 応接室
４.12. さふさ56号発行

令和３年度事業報告

本部関係 事業内容 会場
３.６.27 定例総会 中止 書面開催
３.７／
３.11 第１回・第２回総務部会　 中止

３.12.９ 臨時拡大役員会（総務部会/幹事会） 西城館
４.２.５ 新年幹事会 中止 書面開催
４.３.７ 全日制同窓会入会式　高74回 事務局が代行 体育館

４.３.８
午前全日制卒業式 体育館
夜定時制卒業式・同窓会入会式　定68回 事務局が代行 食堂

４.４.７
午前全日制入学式 来賓なし 体育館
夜定時制入学式 来賓なし 食堂

４.４. 第３回総務部会 中止
４.５. 幹事会 中止

４.６.24 母校文化祭（蔦陵祭）
ギャラリーの公開、PTAバザーへの協力

6/23・
6/24の
２日間 
校内公開
で実施

４.６. ホームページ更新（リニューアル）

体育部 事業内容 会場
３.６.21 第１回体育部会
３.８.22 第２回体育部会

３.10.21 第21回シニアゴルフ大会 中止 グレンオー
クスCC

４.１. 第３回体育部会
４.５.12 第４回体育部会

４.５.19 第26回親睦ゴルフ大会 ハーフコンペ方式 久能カント
リー倶楽部

４.５.24 体育部会引継式

文化部 事業内容 会場
３.７. 第１回文化部会 中止
４.５. 第２回文化部会 中止

会報 事業内容 会場
３.９.14 第１回会報編集委員会 応接室
３.11.５ 第２回会報編集委員会 応接室
３.11.16 第３回会報編集委員会 応接室
３.12. さふさ55号発行

令和４年度　同窓会定例総会開催
新会長に加瀨健司さん（高30）就任
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定例総会

収入の部　合計� 4,479,341�円
支出の部　合計� 3,416,683�円

差引残高� 1,062,658�円

令和３年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計決算書
（自　令和３年４月１日　　至　令和４年３月31日）

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考

前年度繰越金 575,338 575,338 0

会 費 収 入 1,600,000 1,903,000 303,000

入 会 金 収 入 804,000 801,000 ▲ 3,000 全日制263名　定時制４名

繰 入 金 2,000,000 0 ▲ 2,000,000 京葉銀行スーパー定期

寄 付 金 収 入 61,659 1,200,000 1,138,341 寄付、さふさ 55 号広告掲載料

雑 収 入 4,003 3 ▲ 4,000 名簿売上、利子

収 入 の 部 計 5,045,000 4,479,341 ▲ 565,659

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考

会 議 費 400,000 58,354 341,646 総会、文化部会、支部総会

事 務 費 177,000 43,525 133,475 事務通信費、印刷費

旅 費 40,000 0 40,000 会務旅費（学校/会長）

慶 弔 費 30,000 0 30,000 役員等

振 込 手 数 料 30,000 24,916 5,084 会費振込手数料

会 報 発 行 費 3,100,000 2,906,589 193,411 印刷費、発送費

補 助 費 1,000,000 383,299 616,701 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 169,840 0 169,840 ホームページの管理費

予 備 費 98,160 0 98,160

特 別 会 計 へ 0 0 0

支 出 の 部 計 5,045,000 3,416,683 1,628,317

特別会計 （単位：円）

科　目 収　入 支　出 備　考

一般会計へ 0 0

定期預金受取利息 137 千葉銀行／京葉銀行

定期預金預け入れ 137

合　計 137 137

財産目録 （▲印：減、単位：円）

令和3年3月31日 令和4年3月31日 差　　　額

一般会計 現金 361,582 276,404 ▲ 85,178

ゆうちょ銀行　当座預金 115,968 94,052 ▲ 21,916

ゆうちょ銀行　通常貯金 97,788 692,202 594,414

一般会計　合計 575,338 1,062,658 487,320

特別会計 千葉銀行　定期預金 3,032,785 3,032,836 51

京葉銀行　スーパー定期 5,053,826 5,053,912 86

京葉銀行　スーパー定期 0 0 0

ゆうちょ銀行　定額貯金 5,000,000 5,000,000 0

千葉興業銀行　スーパー定期 0 0 0

特別会計　合計 13,086,611 13,086,748 137

総　　資　　産 13,661,949 14,149,406 487,457

収入の部　合計� 5,362,000�円
支出の部　合計� 5,362,000�円

差引残高� 0�円

令和４年度  匝瑳高等学校同窓会  一般会計予算案
（自　令和４年４月１日　　至　令和５年３月31日）

収入の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考

前年度繰越金 1,062,658 575,338 487,320 前年度から繰り越し

会 費 1,600,000 1,600,000 0

入 会 金 645,000 804,000 ▲ 159,000 全日制211名　定時制４名

繰 入 金 2,000,000 2,000,000 0 京葉銀行スーパー定期

寄 付 金 50,000 61,659 ▲ 11,659 さふさ広告

雑 収 入 4,342 4,003 339 名簿売上、預金利息

収 入 の 部 計 5,362,000 5,045,000 317,000

支出の部 （▲印：減、単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考

会 議 費 400,000 400,000 0 総会、文化部、支部総会

事 務 費 400,000 177,000 223,000 事務通信費、印刷費

旅 費 60,000 40,000 20,000 会務旅費（学校/会長）

慶 弔 費 30,000 30,000 0 役員等

振 込 手 数 料 30,000 30,000 0 会費振込手数料

会 報 発 行 費 3,100,000 3,100,000 0 印刷費、発送費

補 助 費 1,000,000 1,000,000 0 母校教育活動への補助

Ｈ Ｐ 管 理 費 169,840 169,840 0 ホームページの管理

予 備 費 172,160 98,160 74,000

特 別 会 計 へ 0 0 0

支 出 の 部 計 5,362,000 5,045,000 317,000

特別会計 （単位：円）

備　考

前 年 度 繰 越 13,086,748 13,086,748 

支 出 の 部 2,000,000 一般会計へ

収 入 の 部 0 一般会計より

次 年 度 繰 越 11,086,748 13,086,748 

同窓会　予算・決算の報告 　令和３年度の決算状況、今年度予算をお知
らせします。また、90周年事業の会計状況に
ついても総会で審議されました。

同
窓
会
幹
事

（
全
日
制
：
第
74
回
／
定
時
制
：
第
68
回
）

　

令
和
３
年
度
卒
業
し
、
同
窓
会
幹
事

と
な
っ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ク
ラ
ス

氏　
　

名

A

名
雪
　
弘
哉

B

石
原
　
颯
太

C

増
田
　
雅
哉

D

伊
東
　
永
遠

E

布
施
　
脩
弥

F

川
和
　
優
斗

G

林
　
　
優
馨

P

大
木
葵
弥
翔
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創立90周年教育助成事業
第８期（自令和３年４月１日　至令和４年３月31日）　事業決算

（単位：円）

収入の部 支出の部
第８期事業費 1,200,000 理数科振興費 98,093
奨学金の一部返金 50,000 文化的事業の助成 316,949
決算利息 58 大学進学者対象奨学金 50,000

定時制生徒の教育支援 11,100
教育助成事業会計へ繰入 773,916

合　計 1,250,058 1,250,058

　総額は1,200万円。120万円を年間の事業予算として、教育助成事業を行うものとし、
・ 全日制においては、進学指導重点校としての教育活動費用を援助する。
・ 定時制においては、厳しい教育環境下にいる生徒の教育活動の活性化を援助する。
・ 奨学金は、５万円（給付４万円・貸与１万円）

財産目録（教育助成事業）
（単位：円）

Ｒ３年３月31日 Ｒ４年３月31日
普通預金
　銚子信金　八日市場支店 6,002,118 5,576,034

合　計 6,002,118 5,576,034

創立90周年記念事業残余金
（単位：円）

収入の部
決算利息 46 次年度繰越 46

合　計 46 合　計 46

・90周年記念事業の残余金については、100周年記念事業の準備資金として同窓会が管理する。

財産目録（創立100周年記念事業準備金）
（単位：円）

Ｒ３年３月31日 Ｒ４年３月31日
普通預金
　銚子信金　八日市場支店 4,659,396 4,659,442

合　計 4,659,396 4,659,442

創立90周年記念教育助成事業第９期
（単位：円）

収入の部 支出の部
第８期からの繰越金 5,576,034 普通預金（銚子信金） 4,406,088
奨学金の一部返金 30,000 第９期事業 1,200,000
決算利息 54

合　計 5,606,088 合　計 5,606,088

第９期（令和４年度）事業予算
収入の部� （単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
第９期事業費 1,200,000 1,200,000 0 令和４年度教育助成事業費

合　計 1,200,000 1,200,000 0
支出の部 （単位：円）

科　目 予算額 前年度予算額 増　減 備　考
理数科振興費 380,000 380,000 0 理数科の課題研究補助
教育補助費 500,000 500,000 0 文化的事業の助成
奨　学　金 200,000 200,000 0 大学進学者対象奨学金
定時制振興費 120,000 120,000 0 定時制生徒の教育支援

合　計 1,200,000 1,200,000 0

創立90周年記念事業残余金
（単位：円）

収入の部 備　考
前期繰越金 4,659,442
決算利息 46

合　計 4,659,488 銚子信金　八日市場支店

※創立100周年記念事業準備金へ移行予定

▼
京
葉
支
部

　

京
葉
支
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
は
、
総
会
・
ゴ
ル
フ
大
会
・
バ

ス
旅
行
と
活
発
に
同
窓
会
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
令

和
２
年
・
３
年
と
そ
れ
ら
が
行
え

ず
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
う
え

で
役
員
幹
事
会
・
事
務
局
会
議
を

実
施
す
る
に
止
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
総
会
（
５
月
）
・
バ

ス
旅
行
（
11
月
）
は
断
念
し
ま
し

た
が
、
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
感
染

対
策
を
徹
底
し
て
午
前
中
の
ハ
ー

フ
コ
ン
ペ
方
式
で
３
年
ぶ
り
に
９

月
21
日
・
久
能
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
優
勝
者

は
、
嶋
田
新
治
さ
ん
（
高
５
）
。

エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
の
快
挙
も
達
成

さ
れ
、
お
祝
い
の
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
同

窓
生
の
皆
様
・
久
能
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
の
ご
協
力
に
大
い
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
こ
そ
、
全

て
の
行
事
が
で
き
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

山
崎
文
彦
（
高
25
）

▼
匝
東
会

　

総
会
は
、
令
和
２
年
・
３
年
・

４
年
と
中
止
。

　

会
員
の
「
和
田
倫
子
さ
ん
（
高

15
）
の
美
術
展
」
「
桂
右
女
助
さ

ん
（
高
33
梅
田
勝
之
）
の
落
語

会
」
に
Ｏ
Ｂ
数
人
で
参
加
。

▼
多
古
町
匝
高
会

　

支
部
総
会
は
今
年
も
開
催
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
規
模
を
縮
小

し
て
、
「
新
旧
役
員
の
引
き
継
ぎ

会
」
を
実
施
。
会
務
報
告
・
会
計

報
告
・
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
会

員
の
皆
様
に
会
議
の
内
容
を
書
面

郵
送
し
ま
し
た
。

　

来
年
こ
そ
、
多
古
町
匝
高
会
の

総
会
お
よ
び
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
多
古
町
在
住
・
多
古
町
出
身

の
同
窓
生
の
皆
様
と
一
緒
の
時
間

を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
飯
匝
会

　

例
年
「
蔦
陵
祭
」
で
行
な
わ
れ

て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
に
協
力
。

▼
干
潟
支
部

　

総
会
は
、
令
和
２
年
・
３
年
・

４
年
と
中
止
。

　

役
員
会
は
、
令
和
２
年
は
中

止
、
令
和
３
年
・
４
年
は
実
施
。

▼
横
匝
会

　

支
部
内
の
新
入
生
に
入
学
祝
い

を
贈
呈
。

▼
西
城
会
（
匝
陵
会
支
部
）

　

支
部
内
の
新
入
生
に
入
学
祝
い

を
贈
呈
。　

支
部
の
活
動

令和３年度  決算関係資料

令和４年度  予算関係資料

京葉支部役員（久能カントリー倶楽部にて）
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学校だより　～母校の今～

校長　小西　　薫
（着任３年目）

校
長
あ
い
さ
つ
「
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
」

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
本
校
の
教
育
活
動
に
際
し
ま
し

て
、
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な

る
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
収
束
が
み
ら
れ
な

い
中
、
学
校
は
、
４
月
よ
り
で

き
る
限
り
の
感
染
症
防
止
対
策
を

と
り
な
が
ら
ほ
ぼ
通
常
の
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
一

所
懸
命
に
学
習
や
学
校
行
事
、
部

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
定
時
制
の
課
程
の

3
年
次
生
の
伊い
と
う藤
航こ

う
き希
さ
ん
が
、

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体

育
大
会
陸
上
競
技
大
会
に
走
高
跳

で
出
場
し
、
第
３
位
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
全
日
制
の
課
程
美
術

部
３
年
生
の
兼か
ね
こ子

実み

お桜
さ
ん
の
油

絵
が
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
に
千
葉
県
代
表
と
し
て
出
展
さ

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
何
事
に

も
一
所
懸
命
に
取
り
組
む
姿
は
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
こ
う

し
た
生
徒
た
ち
の
生
き
生
き
と
し

た
学
校
生
活
の
様
子
を
、
本
校
の

H
P
で
で
き
る
限
り
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

匝
高
は
、
令
和
５
年
度
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
の
を
機
に

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
制
服
で
す
。
記

念
誌
等
で
調
べ
て
み
る
と
、
男

子
は
、
戦
時
下
以
外
は
創
立
当

初
か
ら
現
在
の
詰
襟
学
生
服
で
し

た
。
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に

新
制
高
校
と
な
り
女
子
が
入
学
し

て
き
ま
し
た
が
、
女
子
の
制
服
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
５
年
後
の

１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
女
子

の
制
服
が
決
定
し
た
と
い
う
記
録

が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
女
子
の
制

服
は
、
写
真
を
見
る
限
り
で
は
当

初
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
匝
高
の

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
の
飛
躍

を
誓
い
、
令
和
５
年
度
（
来
年

度
）
入
学
生
か
ら
思
い
切
っ
て
男

女
の
制
服
を
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
い

た
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
教
育
課
程
で
す
。

県
立
高
校
改
革
推
進
プ
ラ
ン
第
1

次
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
10
月
19
日

に
県
教
育
委
員
会
か
ら
発
表
さ

れ
、
全
日
制
の
課
程
に
令
和
6
年

度
か
ら
進
学
を
重
視
し
た
「
総
合

学
科
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
目
的

は
、
生
徒
の
多
様
な
進
学
希
望
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
大
学
卒
業

後
の
就
職
ま
で
を
見
通
し
た
キ
ャ

リ
ア
意
識
の
高
い
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
で
す
。
必
要
な
単
位
を

修
得
す
る
と
卒
業
で
き
る
「
単
位

制
」
と
な
り
、
多
彩
な
選
択
科
目

か
ら
自
分
の
興
味
関
心
・
将
来
の

進
路
に
沿
っ
た
科
目
を
選
択
し
、

自
分
で
時
間
割
を
組
む
こ
と
も
可

能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま

で
の
普
通
科
と
理
数
科
は
、
令
和

５
年
度
で
募
集
停
止
と
な
り
ま

す
。

　

匝
高
は
、
次
の
１
０
０
年
を
見

据
え
て
動
き
出
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
、
脈
々

と
受
け
継
い
で
こ
ら
れ
た
「
文
武

両
道
」
の
精
神
を
継
承
す
る
と
と

も
に
、
「
至
誠
」
「
剛
健
」
「
快

活
」
「
高
雅
」
の
校
訓
の
も
と
、

こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る

よ
う
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
御
指

導
・
御
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

教科 職名 氏　名 卒回
全日制

校　長 小　西　　　薫
副校長 江　口　勝　美
教　頭 滝　澤　　　剛

国　

語

教　

諭

伊　藤　好　江  
津　幡　尚　子  
倉　田　兼　佑
門　倉　美　波
平　山　淳　一 高32
青　澤　晴　美 高32

地
歴
公
民

教　

諭

堀　江　克　浩 高34
髙　橋　　　務
清　宮　啓　太
髙　橋　直　人
鈴　木　　　智 高30
小　鷲　之　博
田　村　公　孝

数　

学

教　

諭

木　内　俊　夫 高33
野　本　貴　志
正　角　和　浩
津　嶋　康　徳
八　木　裕　樹 高59

教科 職名 氏　名 卒回

数　

学

教　

諭

宮　内　瑛　之
宇　野　典　男 高30
伊　藤　秀　幸 高32

理　

科

教　

諭

渡久山　朝　一 高35
渡　邉　幸　雄 高36
中　村　八栄子
角　田　利　幸 高54
小　林　千　尋 高57
青　木　侑　弘
田　邊　　　等
向　後　伸　志

臨任 武　蔵　和　人

保
健
体
育

教　

諭

加　瀬　　　聡
越　川　恭　伸
松　本　剛　史 高40
金　杉　恭　尚 高51
西　倉　悠　作

音楽 教諭 吉　井　幸　子
美術 教諭 藤　崎　和　紀
書道 教諭 鈴　木　恵　介

英語 教諭
酒　井　　　隆
根　本　良　明

教科 職名 氏　名 卒回

英　

語

教　

諭

矢　部　敬　子 高42
仲　條　秀　和 高53
園　山　里　佳
及　川　千　裕 高62
吉　井　大　和 高67
菊　地　有　紗
塚　本　雅　之
菅　生　　　隆

臨任 橋　本　悠　暉
家庭 教諭 加　藤　綾　子

養護教諭
髙　木　綾　子
大　山　桃　子

実習助手
宇　井　昌　子
中　村　桂　子

臨任 渡　邊　真　尋
中国語

非常勤
安　藤　以知朗

韓国語 大　木　宏　之 高27
中国語 特　別 

非常勤
姜　　　寅　星

韓国語 金　　　美　成
英　語 ＡＬＴ ベンジャメン･アーデン

Ｓ　Ｃ 西　岡　浩　史
ＳＳＷ 村　上　義　孝
事務長 石　塚　千　晶
主　査 及　川　佳　司
副主査 石　橋　潤　子 高55

教科 職名 氏　名 卒回
主　事 石　橋　知　也

会計年度任
用事務職員

工　藤　　　晃
大　沼　　　勤

嘱託技能員
石　橋　美　信
竹　内　正　已
椿　　　君　夫
定時制

教　頭 鶴　岡　一　枝

国語

教　

諭

多　田　達　子
須　合　美　保

地歴
公民

小　川　耕　一 高33
大　木　啓　至

数学 小　山　純　平
理科 星　　　　　光
保体 卯　月　博　幸
英語 朝　日　惣一郎
家庭 非常勤 内　山　朝　子

養護教諭 槍　木　弓　子
充て指導主事 六　川　　　俊

主　事 若　海　航　平
� （10月１日現在）

令和４年度  教職員名簿（全日制・定時制）
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第
46
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
・

美
術
・
工
芸
部
門
出
場　
3
年　

兼
子　

実
桜
さ
ん

日
程
：
７
月
31
日
～
８
月
４
日　

会
場
：
東
京
都
美
術
館
他

　

文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
も

呼
ば
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
の
美
術
・
工
芸
部
門
へ
、
美

術
部
３
年
生
の
兼か
ね
こ子

実み

お桜
さ
ん
が

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
兼
子
さ
ん

は
、
昨
年
11
月
に
千
葉
県
立
美
術

館
で
行
わ
れ
た
千
葉
県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
の
美
術
・
工
芸
作
品

展
に
お
い
て
千
葉
県
代
表
に
選
出

さ
れ
、
そ
の
後
じ
っ
く
り
と
試
行

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
出
展
作
品
の

制
作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

友
人
を
モ
デ
ル
に
、
日
常
生
活
の

中
か
ら
面
白
さ
を
見
つ
け
表
現
し

た
絵
画
作
品
で
す
。
当
日
は
、
東

京
都
美
術
館
で
堂
々
と
展
示
を
さ

れ
非
常
に
立
派
で
し
た
。

　

大
会
期
間
中
は
、
浅
草
公
会
堂

で
の
開
会
式
、
講
評
会
、
講
演

会
、
東
京
都
美
術
館
で
の
作
品

展
示
、
都
立
上
野
高
等

学
校
で
の
生
徒
交
流
会

と
制
作
体
験
と
い
う
、

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
国
総
文
祭

は
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
一
昨
年
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
や
規
模
縮

小
な
ど
の
方
法
が
と
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
実
施
見
送
り
と

な
っ
て
い
た
対
面
で
の

生
徒
交
流
会
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
今
年
の
大
き

な
違
い
で
し
た
。
兼
子

さ
ん
も
、
京
都
や
福
岡

な
ど
様
々
な
地
域
か
ら

参
加
し
て
い
る
生
徒
さ

ん
と
、
互
い
の
作
品
を
通
じ
て
交

流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

期
間
中
の
全
て
の
行
事
が
貴
重
な

経
験
と
な
り
、
今
後
の
兼
子
さ
ん

の
将
来
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

匝
瑳
高
校
は
全
国
総
文
祭
に
3

年
連
続
の
出
場
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
日
頃
よ
り
美
術
部
の
活
動
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
、
美
術

部
О
Ｂ
の
皆
様
に
深
く
感
謝
致
し

ま
す
。
匝
高
美
術
部
の
生
徒
が
持

つ
の
び
の
び
と
し
た
表
現
と
作
品

制
作
に
対
す
る
熱
意
は
、
こ
れ
か

ら
も
先
輩
か
ら
後
輩
へ
引
き
継
が

れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

美
術
部
顧
問　

藤
崎
和
紀

男
子
走
り
高
跳
び
全
国
３
位

定
時
制
３
年　

伊
藤　

航
希
さ
ん

　

令
和
４
年
７
月
31
日
～
８
月
３

日
に
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総

合
運
動
場
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等

学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会

（
第
57
回
陸
上
競
技
大
会
）
に
、

定
時
制
３
年
伊い
と
う藤

航こ
う
き希

さ
ん
が
、

男
子
走
り
高
跳
び
千
葉
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

全
日
制
陸
上
競
技
部
顧
問
の
松

本
先
生
に
も
ご
指
導
い
た
だ
き
、

自
己
記
録
を
大
幅
に
更
新
し
て
全

国
３
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　

次
年
度
は
、
１
０
０
ｍ
走
・
走

高
跳
の
２
種
目
で
の
全
国
大
会
出

場
を
目
標
と
し
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

定
時
制　

小
川
耕
一

令和３年度卒業生の進路状況
国公立大学16名、早稲田大学等多数合格！
　令和３年度卒業生は、大学入学共通テストが過去最低
の平均となって苦しんだ受験生が多い中、山形大学や茨
城大学など、16名国公立大学に合格（うち進学は15名）
と健闘しました。

　国公立大学は、山形（1）、茨城（5）、千葉県立保健医療
（5）、都留文科（1）、静岡（1）、富山（1）、島根（1）、宮崎（1）
の計16名が合格。

　私立大学では、早稲田（6）、青山学院（3）、学習院（4）、中
央（3）、法政（3）、明治（5）、立教（3）など、延べ495名が合
格しました（浪人含む）。

　ここ数年、少子化が加速した影響で、受験者数が定員
を下回る「大学全入時代」に突入すると言われています。
そんな時代だからこそ、入試をゴールとせずに、その先
まで見据えたキャリア教育に力を入れ、生徒の進路実現
につなげていきたいと思います。

進路指導主事　角田利幸

卒業生の進学先一覧（実人数）
令和３年度 令和２年度 令和元年度

国 公 立 大 １５ ２４ １９
私 立 大 １８３ １８６ １８１
短 　 大 ９ ６ ８
専 門 学 校 ２６ ２７ ３４
公 務 員 ５ ８ ９
大 学 校 １ １ １
留 学 ０ ０ １
民 間 就 職 ５ ５ １
予 備 校 等 １９ １０ １８

総　　数 ２６３ ２６７ ２７２

兼
子
さ
ん
と
出
品
作
品

全国３位となった伊藤さん
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紙上紙上
講演講演

　令和４年度の同窓会総会は、規模を縮小して行ったた
め、恒例の同窓生による講演会は実施しませんでした。
講演をいただく予定だった内容を「同窓さふさ」紙面で
ご紹介いたします。

元自衛艦隊司令部幕僚長

内嶋　修（高30）

経歴
　防衛大学校（航空工学専攻）卒業（26期）。海上自衛
隊入隊後、護衛艦「みょうこう」砲雷長兼副長、護衛艦
「ちくま」艦長、海幕部隊運用室長、第25護衛隊司令、
海幕装備体系課長、横須賀地方総監部防衛部長、開発隊
群司令、自衛艦隊司令部幕僚長を歴任し、2016年に退官。
　この間、北朝鮮ミサイル「テポドン１号」の追尾、北
朝鮮不審船及び中国原子力潜水艦領海潜没航行に対する
海上警備行動、イージス艦BMD機能付加改造における米
国での海上試験支援、東日本大震災における災害派遣等
に従事。幕僚長時代には、尖閣諸島での中国海軍の動き、
北朝鮮の弾道ミサイル発射試験等への対応をしつつ、米
海軍等との諸訓練を実施。また、観艦式2015ではサプ
ライズとして空母ロナルド・レーガンを航行させ、観閲
官（安倍総理：当時）に敬礼するタイムスケジュール等
の調整を幕僚長自らが直接空母に赴きまとめるという、
ちょっとしたエピソードを持つ。
　現在は民間企業でご活躍中。

　

44
年
前
に
匝
瑳
高
校
を
卒
業

し
、
横
須
賀
に
あ
る
防
衛
大
学
校

の
全
寮
制
生
活
を
経
て
海
上
自
衛

官
と
な
り
、
広
島
県
の
江
田
島
で

さ
ら
に
１
年
間
、
幹
部
と
な
る
た

め
の
教
育
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

幹
部
任
官
後
、
世
界
一
周
の
遠
洋

練
習
航
海
で
の
実
習
を
終
え
、

護
衛
艦
に
着
任
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
約
33
年
間
、
海
上
自
衛
隊
で

勤
務
し
た
も
の
の
、
海
上
勤
務
は

護
衛
隊
司
令
、
艦
長
職
も
含
め
僅

か
10
年
余
り
で
、
残
り
は
陸
上
で

の
学
校
教
官
、
幕
僚
、
部
隊
指
揮

官
で
し
た
。
そ
し
て
、
56
歳
で
定

年
を
前
に
、
後
進
に
道
を
譲
る
形

で
早
期
退
職
し
て
、
東
京
都
内
の

会
社
に
再
就
職
し
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

私
が
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
頃

は
、「
自
衛
隊
は
違
憲
だ
、
自
衛

隊
反
対
」
の
声
が
大
き
か
っ
た

も
の
の
、
現
在
で
は
、
国
民
の

自
衛
隊
に
対
す
る
感
情
が
大
き
く

異
な
っ
て
お
り
、
内
閣
府
が
実
施

し
た
平
成
29
年
度
の
世
論
調
査
で

は
、
約
９
割
の
国
民
が
良
い
印
象

（「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
を
含
む
）

を
持
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
お

り
、
悪
い
印
象
（「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
」
を
含
む
）
を
も
っ
て
い

る
と
す
る
人
は
僅
か
に
５
．
６
％

で
す
。
ち
な
み
に
、
昭
和
53
年
の

調
査
で
は
、
良
い
印
象
を
持
っ
て

い
る
２
割
、
悪
い
印
象
は
持
っ
て

い
な
い
５
割
、
良
い
印
象
は
も
っ

て
い
な
い
１
割
、
悪
い
印
象
を

持
っ
て
い
る
２
％
で
し
た
。

　

私
が
奉
職
中
に
起
こ
っ
た
国
民

の
自
衛
隊
に
対
す
る
意
識
を
変
え

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
主
な
活

動
を
列
挙
す
る
と
、
平
成
３
年
の

ペ
ル
シ
ャ
湾
掃
海
部
隊
派
遣
、
平

成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
に
お

け
る
災
害
派
遣
、
平
成
10
年
の
北

朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
（
テ
ポ
ド
ン
）
発

射
に
お
け
る
監
視
、
平
成
11
年
の

不
審
船
に
対
す
る
海
警
行
動
、
平

成
13
年
の
９
・
11
に
端
を
発
し
た

イ
ン
ド
洋
派
遣
、
平
成
16
年
の
中

国
原
潜
領
海
内
潜
没
航
行
に
対
す

る
海
警
行
動
、
平
成
23
年
の
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
派
遣
と

な
り
、
災
害
派
遣
活
動
へ
の
期
待

が
主
な
要
因
と
い
え
る
も
の
の
、

我
が
国
周
辺
及
び
安
全
保
障
上
の

生
命
線
と
な
る
海
上
交
通
路
で
の

活
動
も
注
目
さ
れ
て
の
国
民
意
識

の
変
化
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

国
防
の
た
め
の
軍
隊
は
存
在
し
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
ご
承

知
の
よ
う
に
日
本
国
憲
法
第
９
条

２
項
の
「
戦
力
の
不
保
持
」
が
根

拠
で
あ
り
、
自
衛
隊
は
朝
鮮
戦
争

の
際
に
手
薄
と
な
る
日
本
の
治
安

警
備
を
厚
く
す
る
た
め
に
発
足
し

た
「
警
察
予
備
隊
」
が
最
初
で
あ

り
、
そ
の
生
ま
れ
た
経
緯
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
警
察
組
織
と
同
様

に
武
力
を
行
使
で
き
る
行
政
組
織

で
あ
る
こ
と
に
現
在
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
を
守
る

た
め
に
自
衛
権
を
行
使
す
る
「
防

衛
出
動
」
が
下
令
さ
れ
た
場
合
は
、

国
際
法
規
に
従
っ
て
武
力
行
使
す

る
こ
と
を
認
め
、
他
国
の
軍
隊

と
同
様
な
権
限
を
有
す
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
我
が
国
の 2022年３月、横須賀に配備された海上自衛隊最新鋭の護衛艦「くまの」

自衛隊は行政組織
　　　　今後の体制・態勢
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法
規
が
定
め
て
い
る
も
の
で
す
。

も
し
、
我
が
国
に
対
し
他
国
が
侵

攻
し
て
防
衛
出
動
が
下
令
さ
れ
て

も
、
相
手
国
が
自
衛
隊
を
軍
隊
と

認
識
し
な
け
れ
ば
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

条
約
の
適
用
を
受
け
な
い
危
険
が

あ
り
ま
す
。
憲
法
を
改
正
し
て
警

察
組
織
の
延
長
で
は
な
く
、
国
防

組
織
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
明
確

に
意
思
表
示
す
る
こ
と
で
、
真
の

抑
止
力
と
な
り
、
外
交
の
後
ろ
盾

と
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
力
の

強
い
国
の
ル
ー
ル
が
幅
を
利
か
す

の
で
あ
っ
て
、
条
約
等
が
結
ば
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
安
心
で
き

な
い
の
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
２
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
論
理
で
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ソ
連
崩
壊
時
に
間

違
っ
て
国
を
名
乗
る
形
と
な
っ
た

が
、
本
来
は
ロ
シ
ア
の
施
政
権
が

及
ぶ
地
域
で
あ
り
、
施
政
権
回
復

の
た
め
の
軍
事
力
投
入
で
あ
っ
て

戦
争
で
は
な
い
と
の
立
場
で
あ
り

ま
す
。
他
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
明

確
な
独
立
国
で
あ
る
と
の
立
場
で

す
か
ら
、
今
後
闘
い
の
様
相
に
変

化
は
あ
る
も
の
の
、
か
な
り
の
長

期
戦
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
え
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
皆
さ
ん
は
お
気
づ
き

で
し
ょ
う
が
、
ロ
シ
ア
の
主
張
は
、

隣
国
中
国
の
台
湾
に
対
す
る
主
張

と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、

中
国
は
尖
閣
諸
島
も
台
湾
の
一
部

と
主
張
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

故
安
倍
元
首
相
が
提
唱
し
て
い
た

と
お
り
、「
台
湾
有
事
は
日
本
有

事
」
で
あ
り
、
早
急
に
自
衛
隊
の

立
場
を
強
固
に
し
て
、
平
素
か
ら

真
に
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
発
揮
し
、
我

が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
の
安

定
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
体
制
・

態
勢
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▶第26回親睦ゴルフ大会
　コロナが少し沈静化した今年５月、高29回幹
事で「第26回　親睦ゴルフ大会」が行われ、ハー
フコンペ形式ながら３年ぶりに大勢の参加者
に楽しいひとときを過ごしていただくことが
できました。結果は次のとおりです（敬称略）。

優　勝…実川　　進（高30）
準優勝…宮内　　優（高32）
第３位…宮﨑　晴可（高15）

▶匝瑳中学校・高等学校同窓会
　第22回シニアゴルフ大会
　10月13日に、高30回幹事で、「匝瑳中学校・高
等学校同窓会　第22回シニアゴルフ大会」が、
銚子市のレインボーヒルズＣＣを会場に行わ
れました。今回の参加者は、高５回～高32回の
総勢100名で、結果は次のとおりです（敬称略）。

優　勝…伊藤　武雄（高20）
準優勝…関　　進一（高30）
第３位…岩堀　雄次（高31）

▶参加者募集！
　シニア大会の参加資格は55歳以上の卒業生ですが、第
22回シニア大会の、実際の参加者は全員「還暦オーバー」
といった状況でした。
　こうした状況は、５月開催の親睦ゴルフ大会も同様であ
り、今後の大会継続には、参加者層の拡大が必要だと思い
ます。

　そこで、次回の親睦ゴルフ大会は、新たに参加を希望す
る学年幹事の皆様に、参加申込書を郵送することといたし
ました。参加のご希望のある学年は、事務局までご連絡く
ださい。
連絡先…匝瑳中高同窓会事務局（匝瑳高校内）
　　　　宇野（高30）　電話：0479（72）1541
 体育部長　関　進一（高30）

同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

　
～
若
年
層
の
参
加
者
求
む

令和５年５月18日開催の親睦ゴルフ大会
（会場…富里ゴルフ倶楽部）には、
若年層の卒業生の皆さんにも参加していただきたい。

2017年５月、佐世保に寄港したフランス海軍強襲揚陸艦「ミストラル」

2018年５月、長崎壱岐空港で実証試験中の「シーガーディアン」
（注：2022年10月から海上保安庁が洋上監視のための運用を開始）



地域の皆さまへ
　　　健康と笑顔をお届けします

本社：匝瑳市八日市場イ 2411
http://www.mainichi1954.com

本社／〒289－2504　千葉県旭市ニの528 番地
　TEL 0479（62）1221　FAX 0479（63）7171
関東支店／〒260－0002　千葉県千葉市中央区旭町 24－8
　TEL 043（225）3730　FAX 043（225）4850
住宅事業部／旭ミサワホーム／〒289－2504　千葉県旭市ニの2119－1
　TEL 0479（63）7633　FAX 0479（63）7644
干潟リサイクル工場／〒289－0501　千葉県旭市清和乙 662
　TEL 0479（68）3420　FAX 0479（68）4756
URL：http://www.abeken.co.jp

代表取締役　阿 部 典 義  （高18回）

総合建設業

同窓さふさ第56号 10

トピックス

ミ
ス
ア
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
２
に

松
本
真
映
さ
ん（
高
67
）見
事
輝
く
！

　

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
、
ミ
ス
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ミ
ス
・

ワ
ー
ル
ド
な
ど
と
並
び
、
世
界
４

大
ミ
ス
コ
ン
の
一
つ
と
言
わ
れ
て

い
る
「
ミ
ス
・
ア
ー
ス
」。
コ
ン

テ
ス
ト
を
通
し
て
、
環
境
保
護
へ

の
意
識
向
上
を
訴
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
２
０
０
１
年
よ
り
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ミ
ス
・
ア
ー
ス
の
今
年
の

日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の

は
、
同
窓
生
・
松ま
つ
も
と本
真ま

な
え映
さ
ん
（
高

67
）。
日
本
大
会
出
場
者
約
２
千

人
の
頂
点
に
立
ち
、
日
本
代
表
と

し
て
、
11
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
行

わ
れ
た
世
界
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
９
月
12
日
に
、

母
校
を
訪
問
。
小
西
校
長
に
近
況

報
告
後
、
同
級
生
で
匝
瑳
高
校
に

勤
め
る
吉
井
教
諭
と
面
談
し
、
母

校
で
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ひ
と
こ
と

　
匝
瑳
高
校
の
出
身
者
に
は
、

地
井
武
男
さ
ん
と
い
う
、
と
て

も
有
名
な
先
輩
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
他
に
も
立
派
な

方
々
が
た
く
さ
ん
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
と
出

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

グランプリのティアラを着けて （写真は本人提供）

90周年教育振興補助事業
理数科サイエンスツアーを実施

　同窓会の90周年教育振興補助事業として、９月９日
に、本校１年Ｆ組と２年Ｆ組を対象とした、「理数科サイ
エンスツアー」を実施しました。

　今回のツアーの目的地は
「チバニアン」と、かずさＤ
ＮＡ研究所。チバニアンは養
老川流域の地磁気逆転地層の
ことで、現地では、ガイドか
ら詳細な説明を受けました。
また、かずさＤＮＡ研究所で
は、「謎のお肉」のＤＮＡ鑑
定実験を行い、参加者は興味
津々に鑑定を行いました。

チ
バ
ニ
ア
ン
に
全
員
集
合

肉
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
作
業

現
地
ガ
イ
ド
か
ら
の
説
明



代表取締役社長
品質管理責任者 鈴　木　正一郎（高29）

鈴木鉄興株式会社

１級建築士
ＷＥＳ（IIW-IWE）国際資格
ＷＥＳ特別級

鋼構造物工事業（Ｈグレード）
一級建築設計事務所

〒289-2152   千葉県匝瑳市松山994-５
TEL 0479（72）1105　FAX 0479（72）1143
設計直通 TEL 0479（70）1208
E-mail suzuki@suzuki-str.com
携　帯 070-4064-0002
ＵＲＬ http://www.suzuki-str.com

SUZUK I   STEEL   STRUCTURE  INC

SUZUKI SHOICHIRO
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　匝瑳高校同窓会のホームページをご存
知ですか？皆さんの『住所変更』や『物
故情報』の連絡もＨＰ内のフォームから
送信できるようになりました。『匝高の
今』は、匝瑳高校のＨＰとリンクしてい
ます。最近の母校の様子をご覧になれま
す。アクセスしてみてくださ
い。ＨＰが同窓生の皆さんの
『集いの広場』となれるよう
考えていきます。

匝瑳高同窓会 検  索

ご覧ください
同窓会ホームページ

～ ＨＰリニューアルしました ～

ご遺族もしくは関係者からご連絡をいただいた方です。
（令和４年９月30日受付分まで）

会員の訃報について、事務局まで情報をお寄せください。

お悔やみ申し上げます

◆
旧
職
員
◆

井
橋
茂
樹（
高
18
）

�

令
和
4
年
6
月
12
日

伊
藤（
向
後
）龍
芳（
高
11
）

�

令
和
4
年
1
月
23
日

高
橋
郁
夫

◆
会　

員
◆

杉
山
群
治（
中
7
）

�

平
成
11
年
11
月
10
日

鈴
木
甲
子
幸（
中
14
）

�

平
成
24
年
1
月
25
日

織
田
敏
郎（
中
15
）

�

令
和
2
年
6
月
26
日

菅
谷
潔（
中
15
）

�

令
和
3
年
7
月
1
日

内
山
哲
夫（
中
17
）

�

令
和
2
年
9
月
22
日

加
瀬
隆（
中
17
）

�

令
和
3
年
3
月
1
日

吉
野
嘉
勝（
中
17
）

�

令
和
3
年
7
月
22
日

福
島
俊（
中
17
）

�

令
和
4
年
3
月
22
日

伊
藤
敏
雄（
中
18
）
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令
和
2
年
10
月
3
日

椎
名
立
男（
中
18
）

�
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3
年
5
月
11
日

原
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中
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・
20
）

�

令
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3
年
12
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11
日

宮
内
利
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中
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・
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）

�
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4
年
8
月
21
日

滝
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高
森
）忠
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中
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）
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年
7
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3
日

大
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平
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�
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関
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瀬
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久
間
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口
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平
成
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年
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石
毛
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）

�

令
和
元
年
11
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日

品
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一
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4
）
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令
和
3
年
10
月
6
日

仲
條
正
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高
4
）

�

令
和
3
年
10
月
26
日

大
塚（
新
妻
）京
子（
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4
）

�

令
和
元
年
10
月
16
日

飯
窪（
平
山
）和
歌
子（
高
5
）
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令
和
元
年
7
月
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日

鞍
橋
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二（
高
6
）

�
令
和
3
年
1
月
26
日

髙
木
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男（
高
6
）

�

令
和
2
年
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月
3
日

青
柳（
舛
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内
）光
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）

�

令
和
3
年
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月
2
日

大
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頼
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定
昼
2
）

�

令
和
2
年
10
月
11
日

小
久
保
益
次
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令
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9
月
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日

﨑
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和
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日
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名
茂
樹（
高
7
）

�

令
和
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年
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月
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�

令
和
3
年
10
月
6
日
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橋（
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谷
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令
和
3
年
2
月
19
日
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崎
英
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�

令
和
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年
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日

大
井（
鈴
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）義
久（
定
昼
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）

�

令
和
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8
月
17
日

鎌
形
照
夫（
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9
）

�

令
和
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年
9
月
7
日

平
山
芳
成（
高
9
）

�

令
和
4
年
8
月
23
日

福
島
哲
郎（
高
9
）

�

令
和
3
年
6
月
30
日

伊
藤
健
彦（
定
昼
5
）

�

令
和
2
年
12
月
29
日

伊
藤
勝
夫（
高
10
）

�

令
和
2
年
3
月
31
日

柏
熊
庄
一（
高
10
）

�
令
和
4
年
2
月
10
日

土
屋
国
雄（
高
11
）

�

令
和
3
年
2
月
28
日

古
西
達
雄（
高
12
）

�

令
和
3
年
9
月
30
日

高
瀬
純
市（
高
12
）

�

令
和
2
年
1
月
22
日

太
田
武
平（
高
13
）

�

令
和
3
年
8
月
16
日

松
浦（
加
藤
）百
合
子（
高
13
）

�

令
和
2
年
12
月
30
日

太
田（
浪
川
）久
江（
高
15
）

�

令
和
3
年
4
月
10
日

飯
森
武
男（
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15
）

�

令
和
4
年
1
月
8
日

桑
原
保
之（
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16
）

�

令
和
2
年
4
月
5
日

本
橋（
岩
井
）澄
江（
高
18
）

�

令
和
2
年
9
月
19
日

宮
内
一
郎（
高
18
）

�

令
和
3
年

荒
井
吉
彦（
高
28
普
）

�

令
和
3
年
11
月

根
本
嘉
孝（
高
37
普
）

�

令
和
2
年
11
月
17
日

◆旭日単光章 
　鶴野　航三�さん（高15）
◆瑞宝双光章
　福島　　俊�さん（中17）
　宮野　勝秋�さん（定夜９）

★ おめでとうございます ★

※ 受章（賞）についての情報を事務局まで※ 受章（賞）についての情報を事務局まで
お知らせください。お知らせください。

〜匝瑳高校出身の経営者の皆様へ！〜〜匝瑳高校出身の経営者の皆様へ！〜

まずはお問合せ下さい！まずはお問合せ下さい！　	 TEL：0479　	 TEL：0479−−7373−−0081		0081		
匝瑳市企画課　伊藤　優志	（高61）		匝瑳市企画課　伊藤　優志	（高61）		 E-mail：k-senryaku@city.sosa.lg.jpE-mail：k-senryaku@city.sosa.lg.jp
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朋
子�

1

〔
高
54
〕

　

小
柴　

佑
介�

1

　
宮
穂
由
貴
枝�

3

〔
定
夜
51
〕

　

林　
　

秋
君�

1

〔
高
58
〕

　

椿　
　

理
恵�

5

〔
高
59
〕

　

千
葉　

郁
美�

8

〔
高
60
〕

　

品
村　

和
成�

1

〔
高
62
〕

　

石
田　

雄
司�

3

〔
高
63
〕

　

北
田　

真
規�

3

〔
高
64
〕

　

齋
藤　

静
吾�

3

〔
高
65
〕

　

高
木　

俊
幸�

1

　
吉
田
健
太
郎�

1

〔
高
67
〕

　

才
賀　

悠
斗�

1

　
栗
本
奈
緒
実�

1

〔
高
69
〕

　

林　

ひ
な
乃�

1

〔
中
19
・
20
〕

　

宮
内　

利
雄

〔
高
7
〕

　

石
出　

浩
輝

　

篠
塚　
　

廉

〔
高
12
〕

　

小
嶋　

礼
子

〔
高
14
〕

　

江
波
戸
武
男

　

布
施　
　

保

〔
高
16
〕

　

林　
　

輝
義

〔
高
17
〕

　

遠
藤　

政
樹

　

鎌
形　

喜
昭

　

郡
谷　

富
子

　

齊
田　

益
江

　

実
川　

和
子

　

髙
野　

五
郎

　

渡
辺　

政
善

〔
高
19
〕

　

菅
澤　

節
子

〔
高
20
〕

　

清
谷　

竹
志

　

静
間
三
千
代

　

田
中　

礼
子

〔
高
21
〕

　

石
井　

一
孝

　

大
塚　

信
子

　

実
川　

俊
一

〔
高
26
〕

　

内
田　

健
一

　

平
野　

勝
憲

　

前
林　

和
彦

〔
高
27
〕

　

菅
谷　

一
善

　

高
田
多
恵
子

〔
高
29
〕

　

秋
庭　

孝
章

　

平
山　

富
子

〔
高
30
〕

　

永
藤　

泰
夫

〔
高
32
〕

　

小
林　

孝
子

〔
高
35
〕

　

井
田　
　

孝

　

大
島
美
恵
子

〔
高
37
〕

　

小
山　

明
美

〔
高
38
〕

　

田
中　

恵
三

〔
高
43
〕

　

遠
藤　

夕
子

〔
高
45
〕

　

穂
坂　

綾
子

〔
高
47
〕

　

外
口　

美
紀

〔
高
48
〕

　

木
下
留
美
子

　

稗
田　

直
美

〔
高
49
〕

　

鈴
木　

邦
弘

〔
高
52
〕

　

青
柳　

健
一

　

熱
田　

圭
佑

　

越
川
永
美
子

〔
高
54
〕

　

木
下
淳
一
郎

〔
高
55
〕

　

市
原
久
美
子

　

小
林　

佑
輔

〔
高
57
〕

　

松
本
み
ず
ほ

〔
高
58
〕

　

須
郷　

秀
和

　

杉
浦
む
つ
み

　

栁
橋　

美
保

〔
高
59
〕

　

市
原
実
可
子

〔
高
60
〕

　

葉
計　

昇
宏

　

山
﨑　

猛
浩

〔
高
63
〕

　

枝
川　

良
祐

〔
高
65
〕

　

枝
川　

孝
之

　

藤
本　

啓
寛

〔
高
66
〕

　

栁
橋　

尚
弘

〔
高
68
〕

　

市
井　

宣
久

※令和３年10月１日〜
　令和４年９月30日　受領分

◆ ◆ 同窓会費とは同窓会費とは ◆ ◆

　会費は１年間1,000円です。30年
間分３万円が終身会費です。年会費
納入者下欄の数値は、今回の納付年
数となります。
　納入書はホームページからも入手
できますので、ご協力をお願いします。

塚
本
　
貢
市 

（
高
30
）

高
橋
　
康
二 

（
高
31
）

武
田
　
英
樹 

（
高
32
）

小
泉
　
泰
孝 

（
高
39
）

加
瀨
　
健
司

 

（
会
　
長
／
高
30
）

宇
野
　
典
男

 

（
事
務
局
／
高
30
）

《第56号編集委員》 　

先
日
、
5
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
ま
し
た
。
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
の
2
価
ワ
ク
チ
ン
で

し
た
が
、
す
で
に
報
道
で
は
、

X
B
B
、
B
Q
な
ど
の
変
異
株
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
い
つ
ま
で
続
く
の
で

し
ょ
う
か
。

　

す
で
に
3
年
間
、
社
会
活
動
は

大
小
の
制
限
を
受
け
、
日
常
の
行

動
も
、
だ
い
ぶ
変
化
し
ま
し
た
。

友
人
と
の
会
食
、
忘
年
会
、
新
年

会
、
結
婚
式
や
お
葬
式
な
ど
。

　

短
期
間
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
と

思
っ
て
い
た
ら
、
親
し
く
付
き

合
っ
て
い
た
友
人
と
も
全
く
会
わ

な
く
な
っ
て
い
た
り
、
義
理
の
あ

る
お
付
き
合
い
も
、
訪
問
せ
ず
に

宅
配
や
電
話
で
済
ま
せ
た
り
し
て

い
ま
す
。
お
付
き
合
い
に
よ
る
会

話
な
ど
の
楽
し
み
が
薄
れ
、
少
し

寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

　

創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
も

可
能
な
形
で
の
集
い
や
交
流
を
期

待
し
、
行
い
た
い
も
の
で
す
。

�

（
塚
）

編編

集集
後後

記記

終
身
会
費
納
入
者

終
身
会
費
納
入
者

年会費納入者年会費納入者


